




















　急性脳症は乳幼児において急激な意識障害,痙撃,発熱,嘔吐,呼吸障害を来た

し,髄液では圧亢進以外には著変がなく,急性脳浮腫を特徴とする症候群である。

急性脳浮腫に腹部臓器の脂肪変性をともなうものを 1963 年 Reye らは

Encephalopathy and fatty degeneration of the viscera として報告した。

それより前に Lyon ら(1961)は乳幼児期原因不明の急性脳症を報告した。


